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序章
謎の中の謎、すなわち、我々の家庭の中の謎を小説の中に導入した功績は、ウィ
ルキー・コリンズ氏に属するものである。（中略）おかげでラドクリフ夫人の
アペニン山脈の古城は権威を喪失してしまった。我々は、『ユードルフォ』の
恐怖の代わりに、陽気な田舎の大邸宅や、賑やかなロンドンの下宿での戦慄
を経験させられる。恐怖が身近なものであれば、その方が恐ろしいのは言う
までもない。
To Mr. Collins belongs the credit of having introduced into fiction those most 
mysterious of mysteries, the mysteries which are at our own doors…. It was fatal to the 
authority of Mrs. Radcliffe and her everlasting castle in the Apennines. Instead of the 
terrors of ‘Udolpho’, we were treated to the terrors of the cheerful country-house and the 
busy London lodgings. And there is no doubt that these were infinitely the more 
terrible. (James cited in Bernstein 93)
　英米心理主義小説の先駆者ヘンリー・ジェームズ（1843-1916）は、ウィルキー・
コリンズ（1824-1889）の功績を、ゴシック・ロマンスに描かれた「恐怖」を一般
家庭に持ち込んだことだと述べている。アン・ラドクリフ（1764-1823）に代表さ
れる古典ゴシックは、外国の古城や修道院を舞台に、無垢で純粋な女性が殺人や
監禁、さらには怪奇現象に悩まされる様を描いた。18 世紀後半から 19 世紀初頭
にかけてイギリスで一世を風靡したこの文学ジャンルは、ウィルキー・コリンズ
の手によって、より現実的な場所を舞台にしたセンセーション・ノベル（sensation 
novels）へと生まれ変わる。異国の城で繰り広げられた犯罪がイギリスの住宅地に
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移ったことは、屋内で起こりうる恐怖が身近であることを人々に気づかせ、当時
の社会に普及していた「家庭の安全神話」を揺さぶった。
　伝統的なゴシック・ロマンス同様、コリンズの作品でも恐怖を体験するのは女
性である。彼女たちが悪漢のいる屋敷から逃げ出そうとする様子は、フェミニズ
ムの視点から男性社会に対する抵抗として解釈されてきた。しかし『ノー・ネー
ム（No Name）』（1862）において、ウィルキー・コリンズは当時の社会が理想とし
た家庭像の欺瞞を暴きながらも、物語の終わりではそれを擁護しているように思
われる。本論は孤児のヒロインたちの「旅」に注目し、彼女たちが最終的に元い
た家庭とよく似た屋内空間に落ち着くことから、『ノ ・ーネーム』が伝統的なゴシッ
ク・ロマンス同様、女性の活動領域の拡大の限界を唱えるものになっていること
を指摘する。
一章：「楽園」の消失
　19世紀のイギリスは、人々の間で「家」や「家庭」に対する関心が高まった時
代である。ジェイン・オースティンの『マンスフィールド・パーク』（1814）や『ノー
ザンガ ・ーアビー』（1817）、エミリ ・ーブロンテの『嵐が丘』（1847）、チャールズ・
ディケンズの『荒涼館』（1852-1853）など、家や屋敷の名前は小説のタイトルに
なり、また、ドメスティック・ノベルと呼ばれる家族や家庭生活を主題とする多
くの作品が生み出された。こうした背景には産業革命による経済の発展と、その
中心を担うようになったミドルクラス階級の台頭があるだろう。男性が働き、戦
う「社会」が金銭や快楽といった世俗的価値観、あるいは犯罪や堕落といった悪
徳と結びつくなか、人々は対極に位置する「家」に癒しや精神的浄化を求めるよ
うになる。家は社会から隔離された「地上の楽園」であり、それを作り出すのは
留守を預かる女性とされた。ジョン・ラスキンやコヴェントリー・パトモアの詩
に登場する「家庭の天使（Angel in the House）」は、当時理想とされたミドルクラ
スの女性像である。彼女たちは献身的に家事に従事する淑女であり、帰宅した夫
を温かく迎え入れ、子供たちに道徳と秩序を教え、病人を癒す力をもつ。アッパー
クラスの家庭が男女共に外出がちで、ロワークラスの家庭が仕事で両親が不在の
間、他者が入り混じるカオスな空間だったのと異なり、ミドルクラスの「家」は
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家族が団欒を楽しむ場所であり、秩序と安寧を象徴する空間だった。
　しかし、家庭の美徳が讃えられる一方、その崩壊を扱った作品もまた同時期に
多く排出されたことは注目に値するだろう。ラドクリフに代表されるゴシック・
ロマンスに登場する屋敷や古城は、女性の恐怖体験の舞台である。監禁や暴力、
近親相姦といった家庭内の犯罪を描くこの文学ジャンルは、19世紀の家父長制社
会が理想とした家の「闇」を照らし出したというのが一般的な見解であり、抑圧
的な男性支配下にある女性の苦しみを読み取る試みが盛んである。1ゴシック・ヒ
ロインは男性家族に経済的に依存し、彼らに絶対服従を誓わなくてはならなかっ
たミドルクラスの女性であり、家から逃げ出す彼女たちの姿は、社会に対する女
性の隠れた反逆精神をほのめかす。「家庭の理想」を支えた「家庭の天使」と「男
女の活動領域の区分の概念（notion of separate spheres）」は、男性社会を円滑に回
すために作られた装置としてフェミニズム批評を中心に厳しく批判されてきた。
　ゴシック・ロマンスの影響を強く受けるウィルキ ・ーコリンズの作品においても、
家と女性の関係は主要なテーマとなっている。『ノー・ネーム』は牧歌的な田園風
景と、そこで暮らす理想的なアッパーミドルの家庭の描写で始まる。クーム・レ
イヴンはサマセット州にあるアンドリュー・ヴァンストンの邸宅である。都会の
喧騒から離れたこの屋敷は、遠くに荘厳な山と谷川を臨み、近くには静かで平和
な村と美しい牧場が広がる。ヴァンストン氏は「いつも人生の日の当たる道を歩
いてきた善良な紳士（a … good-humoured gentleman, who walked on the sunny side of 
the way of life）」（No Name 4 以下 NN）で、優しく洗練された妻と、若く美しい二
人の娘に囲まれて暮らしている。メイドと従者が規則正しく働くなか、前日の晩
コンサートに出かけた一家は朝食室で談笑しながら遅い朝食を楽しむ。しかし、
そんな絵に描いたように幸せなヴァンストン一家は、「家庭内の事情（family 
affairs）」（NN 15）によって崩壊する。実はヴァンストン氏と夫人は正式に結婚し
ておらず、彼には若い頃に結婚した女性がアメリカにいる。若気の至りから愛情
のない結婚をしてしまった彼は、金銭を与えて女性との縁を切っていた。彼女が
病気で亡くなったという知らせを受けたヴァンストン氏と夫人は、急ぎロンドン
に向かい、手続きを経てついに正式な夫婦となる。その後、結婚前に書かれた遺
書が結婚後、効力を失うことを知った彼は、遺書を書き換えるため再びロンドン
に向かう。しかしヴァンストン氏の乗った列車は事故に遭い、彼は帰らぬ人となっ
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てしまう。夫人もまた夫の死のショックと難産が重なり、間もなく亡くなる。そ
して、残された娘たちは両親が結婚前の子供であったため、社会的に私生児となり、
一切の遺産を受け取る権利を失う。屋敷と財産はヴァンストン氏の兄マイケル・
ヴァンストンに渡るが、弟と対立していた彼は姪の養育を拒絶し、クーム・レイ
ヴンの建物を売却し、女中たちも解雇する。こうして、何不自由なく暮らしてい
たヴァンストン家の娘たちは、長年住み慣れた家を突然追われることになるので
ある。
　このように、『ノーネーム』には伝統的なゴシック・ロマンスにしばしば見られ
る「失楽園（paradise lost）」（Ellis ix）のモチーフを見ることができる。一見、不
貞や悪徳とは無縁の楽園と思えたクーム・レイヴンは主人の「秘密（a secret）」（NN 
25）を隠し、それゆえに崩壊する。クーム・レイヴンのみならず、本書に登場す
る邸宅や屋敷の多くが、男性家族が抱える問題や謎を内包し、家族の死や破産に
よって崩壊する。『ノー・ネーム』は社会が保証するほど家が住人の幸福や安全を
約束するものではないことを指摘し、本来扶養され、守られるべき女性がいかに
安全な場所を手に入れるかをテーマとするのである。
　本作に登場する二人のヒロインは、19世紀の「家庭の概念（domestic ideology）」
に対する作者の立場を明らかにする上で重要である。ヴァンストン氏の娘である
姉のノラと妹のマグダレンはひどく異なる姉妹として登場する。26歳のノラは彼
女の母親の生き写しである。彼女は大人しく寡黙な娘で、母親と同じ名前、同じ
顔の形、同じ茶色の目をもつ。一方、18 歳のマグダレンは「自然の女神の気まぐ
れ（strange caprices of Nature）」（NN 8）によって父親にも母親にも似ていない。彼
女は溢れんばかりのバイタリティをもつ快活な娘で、芝居やコンサートを見るこ
とを何よりも愛している。財産と家を失った後、ノラは家族同様の存在である元
家庭教師のガース夫人を頼って、自身も家庭教師（governess）として生計を立て
ることを決意する。ノラの選択は 19世紀の淑女の行動として正しいものと言える
だろう。女性の経済的、社会的安定を得る手段が「結婚」だけと考えられたヴィ
クトリア朝ミドルクラスの社会において、未婚女性が上品さ（gentility）を失わず
に就けた職業は家庭教師、学校教師、そして作家だけであった（Poovey 32）。しか
し批評家も指摘するように、こうした女性の生活はひどく苦しく惨めなものだっ
た。彼女たちはミドルクラスの出自であるにも関わらず、賃金労働をするという
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不名誉を被るため、同じ階級の人間に侮蔑されるのである。ノラもまた雇い主の
もとで心無い冷笑や無関心を浴びせられ、孤独に苦しむことになる。
　ノラが伯父マイケル・ヴァンストンに対する怒りを押さえ込む一方、妹のマグ
ダレンは彼をひどく憎み、自分と姉が受け取るべきだった遺産を奪い返す決意を
固める。彼女の怒りや不信感は自分たちを守ってくれない法律にまで及び、正当
な手段で伯父と対決することが難しいと判断した後は、どんな男性をも魅了する
自身の美しさを武器に復讐を果たそうとする。ノラとマグダレンは 19世紀小説に
しばしば登場する二つの孤児のタイプを示していると言えるだろう。つまり、「哀
れな社会的弱者」と「危険な他者」である。2母親がもつ美徳の多くを受け継いだ
ノラが、両親同様、社会との和解を目指すのに対し、家族の誰にも似ていない異
端児のマグダレンは社会の圧力に対抗する。『ノー・ネーム』の主役はマグダレン
であり、ストーリーは全知全能の語り手のほか、彼女と彼女の周囲の人間の手記
によってつづられる。このように、社会が理想とする女性像とは程遠い女性を主
人公としたことに、センセーション・ノベルがしばしば不道徳だと批判された所
以の一端があるだろう。『ノー・ネーム』はマグダレンという反逆的な孤児を主役
に、対照的な姉をすえ、女性は社会において従順にただ耐え忍ぶべきなのか、そ
れとも反逆するべきなのかを問いかけるのである。
二章：旅するヒロイン
　『女性と文学』（1978）のなかで、エレン・モアズはゴシック・ロマンスの最も
大きな功績を、「旅する女性（the traveling woman）」（126）を生み出したことだと
主張する。イギリスでは 19世紀半ばまで、身分のある若い女性が一人で外を出歩
くことは体面が悪いものとして許されなかった。彼女たちには同伴者が必ず付き
そい、行動範囲は近隣の散策や訪問、慈善活動に限られた。こうした小さく不自
由な空間に押し込められていた女性たちは、ゴシック・ロマンスの世界において
不慮の出来事から広い世界に飛び出すチャンスを得る。父親と暮らす家の中しか
知らなかったエミリーは、初めてたった一人で歩くアルプスの山々に感動し（ラ
ドクリフ『ユードルフォの謎』（1794））、山奥の古城をうろつくことになるマチル
ダとイザベラは、恐怖と同時にぞくぞくするようなスリルを楽しんだ（ホレス・ウォ
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ルポール『オトラント城』（1769））。皮肉なことに、彼女たちは保護者を失い、あ
るいは悪漢から逃げるという名目を得ることで、はじめて男性主人公にしか許さ
れなかった「冒険（adventure）」（Moers 127）をすることが許されるのである。言っ
てしまえばゴシック・ロマンスは男性支配からだけでなく、家事や育児に追われ
る日常からの逃避という意味でも、女性の「逃避文学（escape literature）」（Becker 
33）だったのだろう。
　『ノーネーム』において、「女性の旅」はマグダレンによって実現される。両親
がいた頃、彼女の屋外での活動は家族との外出を除けば近隣農家での散策と慈善
活動だけで、必ず姉かガース夫人が付き添った。また、邸内において彼女の活動
のほとんどは客間に限定されている。一階の内奥に設けられたミドルクラスの「客
間（a drawing room or a parlour）」は、厚いカーテンが窓を覆い、壁にはいくつもの
タペストリーがかけられ、床には何重にも絨毯が敷かれるなど、外界から衝撃を
内部に通さない作りになっていた（Logan 32）。住人が「室内」であることを強く
意識できるこの部屋は、女性が過ごすのに相応しい場所と考えられ、妻や母、娘
が家事をして過ごすほか、家族が団欒を楽しみ、来客がもてなされた。客間はミ
ドルクラスの家庭の理想（domestic ideal）が込められた場所であり、女性がこの
部屋で縫い物をしながら家族の帰宅を待つ光景は、しばしばヴィクトリア朝小説
において家庭の幸福の象徴として登場する。クーム・レイヴン邸におけるマグダ
レンとノラもまた、紳士の娘としてこの女性の「正しい居場所（a proper place）」
（Tange 28）で一日の大半を過ごす。彼女達は「午前の客間」でピアノ、縫い物、
読書をして過ごし、夕食後はまた別の「客間」に移動して来客の相手をする（NN 
15）。
　従順な姉ノラと異なり、マグダレンはこうした客間での女性の仕事を嫌ってい
た。そんな彼女が客間でもっとも輝くのは、部屋が本来とは異なる用途で使われ
たときである。知人女性の誕生日会で催された大掛かりな素人芝居は、「家具を破
壊し、壁を汚し（breaking a furniture and the staining of walls）」、客間を「舞台と劇場
（a stage and a theatre）」の「夢の国（the dreamland）」に変えてしまう（NN 39）。こ
の素人芝居でマグダレンは『恋がたき』の二つの役を演じ、観客から大喝采を浴
びて、プロの演劇家から契約を持ちかけられるまでになる。この出来事は一夜の
思い出として彼女の胸にとどめられるつもりであった。しかし、両親の他界後、
－ 29 －
ウィルキー・コリンズ『ノー・ネーム』における旅するヒロイン
彼女は憧れであった演劇世界に入るチャンスを掴む。伯父への復讐に燃えるマグ
ダレンは、まず自由に使える金銭を得るため女優として働くことを決意する。クー
ム・レイヴンから失踪する際、彼女はノラに残した書置きで以下のように告げて
いる。
ノラ、あたしたちは自分で食べるパンを稼がなくてはいけないのよ。あたしは、
あたしに一番あったやり方で稼ぐことにしただけ。成功しようと、失敗しよ
うと、どちらにしてもあたし自身に害はない。失うべき身分もなければ、汚
すべき名も無いのだから。
Norah, we must get our living for ourselves; I have only gone to get mine in the manner 
which is fittest for me. Whether I succeed, or whether I fail, I can do myself no harm 
either way. I have no position to lose, and no name to degrade.（NN 144）
　このように、マグダレンは自身が法律上「無名（No Name）」となり、「家のし
がらみから自由になった（free herself from all home-dependence）」ことが女性に大
胆な行動を許すことを十分承知している（NN 143）。マグダレンの活動は母方の親
戚である詐欺師ラッグ大尉の協力を得た後、劇的に広がる。二人は金銭的な協力
関係を結び、馬車や列車でダービー、ノッティンガム、シェフィールド、マンチェ
スター、リヴァプール、ブライトン、ランカスター、バーミンガムとイギリス中
を巡業して回る。彼女はしばしば「何の位も身分も無い一人ぼっちの女は、自分
の才能だけに頼って生きていかなくてはいけない（a lonely woman thrown helpless 
on my own resources, without rank or place in the world）」（NN 495）として偽名や変装
といった詐欺まがいの行為を正当化する。こうして、「上品な（elegant）」（NN 
176）家具調度に囲まれたミドルクラスの家庭しか知らなかった娘は、本来彼女が
出入りすることのない商業世界に足を踏み入れ、「粗末な家具（scanty furniture）」
（177）が置かれた下宿屋の「むさくるしい部屋（miserable room with a loathing 
location）」（177）を女芸人として転々とするのである。
　マグダレンのはじめの計画は伯父に身元を隠して近づき、彼の養女となって彼
から財産を受け継ぐというものだった。しかし、ヴァンストン姉妹が受け取るは
ずだった遺産は思わぬ形で移動を続け、マグダレンもその度に戦略を変える必要
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に迫られる。マグダレンの旅は大きく三つに分かれる。まず女優として活動する
自活の旅。そして伯父が病死した後、遺産を継いだ息子ノエル・ヴァンストンに
近づき、彼と結婚するまでの策略の旅。そして最後に、ノエルの叔父バートラム
海軍将校の屋敷に忍び込む潜入の旅である。全ての旅においてマグダレンの美し
さ、そして「際立った劇的才能（her marked ability for the stage）」（NN 184）は彼女
の武器となる。素人芝居で目覚めたマグダレンの「生来の女優（a born actress）」（NN 
43）の能力は、ラッグ大尉のもとで指導を受け、ほとんど完璧の域にまで達する。
彼が彼女のために作った台本は一人芝居で、マグダレンが舞台上で様々な人物に
扮するというものだった。マグダレンは「多種多様な表情が次々と現れる、変幻
自在の顔（the plastic, ever-changing face, with a giddy rapidity）」（NN 8）と「並外れ
た人まねの才能（extraordinary talent as a mimic）」（190）を使い分け、小間使いの
女中から移り気な令嬢、老婦人とあらゆる女性になりきる。観客は彼女の演技力
と変装力に驚き、芝居はどこの街でも大盛況になる。
　このマグダレンの非凡な舞台能力は、敵に近づくときもっとも効果的に用いら
れる。十分な軍資金を得た彼女は家庭教師ガース夫人に変装し、視察をかねてノ
エル・ヴァンストンの家を訪ねると彼に最後の警告を与える。その後、拠点を移
したノエルの後を追い、マグダレンとラッグ大尉、そして彼の白痴の妻はサフォー
ク州のオールドバラに向かう。オールドバラは、身分ある人々が夏を過ごすため
のヴィラ (villa)が点在する小さな海岸保養地である。ここで三人は紳士階級のバ
イグレイヴ一家になりすまし、マグダレンはスーザン・バイグレイヴ嬢として活
動をはじめる。つまり、女優に身を落とした彼女は、かつて自分が属していた階
級の令嬢に扮するのである。マグダレンの淑女らしい上品さ、振る舞いは、すぐ
にノエルを魅了する。そしてマグダレンと「客間（the parlour）」で二人きりになっ
た際、ノエルは「この時ほど彼女が美しく見えたことはない（Never yet had she 
looked so beautiful in his eyes）」（NN 187）として、彼女に求婚する。こうして「身
寄りの無い貧しい少女（the poor outcast girl）」、「さすらいの芸人（the vagabond 
public performer）」であったマグダレンは、ついに結婚という「世間の常識（the 
general sense of propriety）」を味方に付け、「立派な妻（a respectable married woman）」
の座を掴むのである（NN 364）。
　マグダレンの変装と演技、偽名、そして彼女の「即席の両親（ready-made 
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parents）」（NN 168）となるラッグ夫妻によって作者が示すのは、劇場世界と家庭
世界の類似であろう。世間に申し分ない家族と認識される三人は、実のところ金
銭の利害関係で結ばれ、役割を演じる役者にすぎない。舞台上のどんな女性にで
も転身できるマグダレンは、「家庭の概念」を支える階級やジェンダーのアイデン
ティティーが、変装や演技によって可侵であることをほのめかす。
　しかし、マグダレンの勝利は長く続かない。やがて彼女の正体はノエルの召使
頭レカウント夫人によって暴かれ、ノエルはショックと病気が重なって亡くなる。
こうして結婚から 4ヶ月も経たずに、マグダレンは再び無一文の無名の女性に戻っ
てしまう。彼女が妻として受け取るはずだった財産は、秘密信託書によってノエ
ルの従兄弟ジョージ・バートラムに条件付きで贈与される。気を持ち直したマグ
ダレンは、秘密信託書が預けられたジョージの父である海軍将校バートラムの館、
セント・クラックスに給仕女中として忍び込み、家父長制社会への最後の抵抗を
試みる。セント・クラックスは本編のなかで最もゴシック的な舞台と言えるだろう。
「骨までガチガチ（Freeze-your-Bones）」（NN 518）と呼ばれる宴会場は「死のよう
な冷気（the death-like chill）」（546）が漂い、夢遊病を患った主人が、死んだノエ
ルの秘密信託書を持って夜な夜な「幽霊（ghost）」（548）のように徘徊している。
マグダレンはこの館でゴシック・ヒロインがしばしば経験してきた「屋内の旅
（indoor travel）」（Mores 127）をする。女中に化けた彼女は召使用の部屋がある地
下から通路を渡り、階段を上り下りし、住人が生活する二階、さらには主人の秘
密を隠す三階に忍び込む。そして庭の廃墟で屋敷の古い鍵を拾うと、書斎や客間、
寝室の引き出しを開けることができないか試して回る。こうして、マグダレンは
セント・クラックスの「屋内の旅」で、客間の淑女として過ごしていたときには
知り得なかった家庭の様子を見る。主人のあずかり知らぬところで彼の夢遊病を
監視する元部下の存在、従者たちの奇妙な慣習、さらにはマグダレン自身によっ
て示される「家」に入り込む策略など、セント・クラックスのエピソードは 19世
紀イギリスの「家庭の概念」が説く世俗社会から隔離された理想郷としての家庭
像を否定するものである。
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三章：家への帰還
　これまで作者コリンズはマグダレンの境遇に同情し、彼女の行動に理解を示し
てきた。しかし、最終的に彼は男性社会への復讐に燃える孤児を罰する。セント・
クラックスでのマグダレンの逸脱行為は発見され、彼女は泥棒として捕まる。バー
トラム将校の元部下メイジーじいさんの恩赦で警察に突き出されるまでにはいた
らなかったが、この失敗は彼女に完璧な敗北感をもたらす。遺産を手にする手段
は全て尽くされ、もはや立ち上がる気力を失ったマグダレンはロンドンのうらぶ
れた裏町の下宿で危篤状態に陥り、救貧院に送られかける。
　マグダレンが罰せられる一方、物語の中でもっとも功績を讃えられてみえるの
が姉のノラである。マグダレンが失踪した後、彼女は妹の身を案じながら、ひた
すら自身にふりかかる不幸を耐え忍ぶ。彼女は生徒の意地悪、雇い主の心無い言
葉に耐え、妹の悪い噂で職を失った後も彼女を恨まず、慎み深さを忘れず社会の
規範に従う。このノラの忍耐、善良さはやがて出会うジョージ・バートラムを魅
了する。
彼女に唯一の欠点を発見できるとしたら、それは彼女に全く罪がないことで
す。彼女に似つかわしくない妹がいるという不運です。この発見で、（略）僕
が愛し尊敬するヴァンストン嬢の美点を全て帳消しにするでしょうか？そん
なことはありません。むしろ対照的に、彼女の美点がますます僕にとっては
尊いものになります。
The one drawback I can discover is caused by a misfortune for which she is not 
responsible the misfortune of having a sister who is utterly unworthy of her. Does this 
discovery … destroy all those good qualities in Miss Vanstone for which I love and 
admire her? Nothing of the sort it only makes her good qualities all the more precious 
to me by contrast.（NN 533）
　このように、ノラの女性としての美徳はジョージによってマグダレンと対比さ
れることで強調される。ノラもまたジョージに亡き父親の面影を見出し、二人は
半年も経たずに結婚する。この間にバートラム将校は亡くなり、ジョージはセント・
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クラックスの正当な当主となる。そして屋敷を初めて訪れたノラは、その日のう
ちに行方不明になっていた秘密信託書を発見する。これによりノラは、ノエルが
遺産の条件としてつけた、彼の死後から 6ヶ月以内にジョージが結婚した妻とし
て正式に遺産を配当される。このように、マグダレンがどうしても手に入れるこ
とのできなかった秘密信託書は、巡り巡って無害な孤児であったノラの手元に届
くのである。後にこのことを知ったマグダレンは「ノラは当然のご褒美を受けた
のよ！（Norah has deserved it!）」（NN 598）と言って、ノラの勝利と自身の敗北を
認める。
　マグダレンは社会に反逆する危険な孤児だが、同時に自身の行為に恐ろしさを
感じ、罪の意識に苦しんでいる。もともと上品でさっぱりした優しさをもつ彼女は
旅の最中、しばしば罪滅ぼしとして「針仕事（sewing）」（NN 332）に精を出す。
静かな家庭の仕事は彼女の心を慰め、以前はじれたり、苛立ちを覚えていたクーム・
レイヴン邸での「単調な毎日（the monotony of her life）」（NN 332）が懐かしく思わ
れる。このマグダレンの家庭生活への嗜好は、彼女がミドルクラスの女性に回帰
できることを示唆していると考えられる。マグダレンの身に染み付いた育ちの良
さはどんなに身を落としても失われず、彼女が滞在する部屋はどれも淑女の部屋
らしく整頓されている。そして罪の意識から病気になり、死にかけた彼女は「か
つての意固地や自尊心（the old perversity and old pride）」を投げ捨て、「高貴な人間
（noble life）」に生まれ変わるチャンスを与えられる（NN 607）。
　注目すべきことに、マグダレンと結ばれるカーク船長もまた、ジョージ・バー
トラム同様、彼女の亡き父アンドリュ ・ーヴァンストンの面影をもっている。カー
クは若かりしアンドリューが戦地で窮地に陥った際、命を救った少佐の息子であ
り、現在は商船の船長として世界中を旅している。彼はたまたま立ち寄ったオー
ルドバラの港でマグダレンを見かけて以来、彼女にずっと片思いをしていた。マ
グダレンがロンドンのうらぶれた裏町で頼る者もなく危篤状態になっていること
を知った彼は、絶対安静が必要な彼女のために下宿の部屋を全て借り上げ、静け
さと居心地の良さを提供する。この時、意識が朦朧としたマグダレンは彼を見て「父
親（father）」（NN 576）を思い出し、「家に戻ってきたような気がする（it feels like 
coming home again）」（608）と言っている。行き届いた配慮により回復したマグダ
レンは、やがて彼に心を許すようになる。彼女はカークが「一家の手本、一家の
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支柱（[family’ s] example and their support）」（NN 284）として働き、危険な海の旅
では何度も仲間の命を救ってきたことを知り、「もし自分が男になれるのだったら、
こんな男になりたい！（If I could be a man, how I should like to be such a man as this!）」
（594）と言って、彼の求婚を受け入れる。こうして、無謀な綱渡りの旅を続けて
きたマグダレンは、彼女よりもずっと賢い人生の航海士と結ばれることで安息を
得る。
結論
　本論は『ノー・ネーム』における「反逆の孤児」マグダレンに注目し、彼女が
織りなす「女性の旅」に注目した。冒頭で崩壊するアンドリュー・ヴァンストン
のクーム・レイヴン館は、家父長制社会によって理想化された家庭像の欺瞞を説
くものであり、ゴシック・ロマンスによってしばしば主要なテーマとして扱われ
てきた。男性支配に屈しない強い意志をもつマグダレンは、伯父から遺産を取り
戻すことで、姉と自身のための新たな楽園を築こうとする。彼女の曖昧になった
社会的アイデンティティーは、彼女に屋外、屋内での旅を可能にさせ、社会が用
意した空間（客間）とは別の女性の居場所の可能性が示される。しかし、マグダ
レンが社会的安定を得ようとする手段が（相手がノエルであれ、カークであれ）「結
婚」であることは、ミドルクラスの女性が「住むべき場所（A place in the world）」、
「世間に通用する名前（a name in the world）」（NN 484）を得るためには、結局のと
ころ男性の保護下に納まらなければならないという当時のジェンダーの規範を裏
付ける。物語のなかでマグダレンは偽名や変装、演技といった家庭内に入り込む
悪徳を示すものの、これらは最終的に排除され、ノラによって示される偽りの無
い女性の美徳が対照的に賞賛される。さらに、改心したマグダレンが勇敢な船乗
りと結婚し、家庭の女性に戻るラストは、「旅」が女性には不向きであり、男性特
有の任務であることが主張される。二人のヒロインがそれぞれ父親と似た男性と
結ばれる『ノー・ネーム』は、男性の支配に怯えて家を飛び出しながらも、最終
的に父親の決めた結婚相手とヒロインが結ばれるラドクリフの『ユードルフォの
謎』や『イタリア人』（1797）同様、家父長が支配する家庭空間の再現を描いた作
品であるといえるだろう。　　　　　
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注
 1　 例えばダイアン・ロング・ホーヴェラーは『ゴシック・フェミニズム』のな
かで、「典型的な女流ゴシック小説は、落ち度の無いヒロインが受身的でも攻
撃的でもあの手この手を尽くして、「家父長制」という男性が作り出した抑圧
と腐敗のシステムに勝利するまでを描く（The typical female gothic novel presents 
a blameless heroine triumphing through a variety of passive-agressive strategies over a 
male-created system of oppression and corruption, the “patriarchy”）」（9）と言及し
ている。
 2　 デイビッド・フロイドは 19世紀の小説に登場する孤児を大きく「模倣者（the 
mimic）」（8）と「反逆者（the rebel）」（8）の二つのタイプに分ける。彼によ
れば、社会的弱者として登場する前者が社会の慣習に自身を適応させ、ある
いはそれらを守る他人を真似することで居場所を確保するのに対し、後者は
社会的な規範よりも個人の願望や欲求を優先する危険な孤児だという。
引用文献
Becker, Susanne. Gothic Forms of Feminine Fictions. New York: Manchester UP, 1999. 
Print.
Bernstein, Stephen. ‘Reading Blackwater Park: Gothicism, Narrative and Ideology in The 
Woman in White’, Studies in the Novel, 25 (3). 1993. Print.
Collins, Wilkie. No Name. 1862. Ed. Virginia Blain. Oxford: Oxford UP, 2008. Print.
Ellis, Kate Ferguson. The Contested Castle: Gothic Novels and the Subversion of Domestic 
Ideology. Urbana: U of Illinois P, 1989. Print.
Floyd, David. Street Urchins, Sociopaths, and Degenerates: Orphans of Late-Victorian and 
Edwardian Fiction. Cardiff: U of Wales P, 2014. Print.
Hoeveler, Diane Long. Gothic Feminism: The Professionalization of Gender from Charlotte 
Smith to the Brontë. U Park: Pennsylvania State UP, 1998. Print.
Logan, Thad. The Victorian Parlour. Cambridge: Cambridge UP, 2001. Print.
Moers, Ellen. Literary Women. New York: Oxford UP, 1977. Print.
Poovey, Mary. Uneven Developments: The Ideological Work of Gender in Mid-Victorian 
England. Chicago: U of Chicago, 1988. Print.
－ 36 －
石　井
Tange, Andrea Kaston. Architectural Identities: Domesticity, Literature, and the Victorian 
Middle Class. Toronto: U of Toronto P, 2010. Print.
